
秦

ー-f+"
p=司

雪F

記」

考

宮

野

直

也

は

め

じ

中
唐
の
士
大
夫
沈
亜
之
(
七
八
二

7
1八
三
一
?
)
、
字
は
下
賢
、

の
著
作
中
に
は
三
篇
の
伝
奇
小
説
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に

つ
い
て
、
『
沈
下
賢
文
集
』
の
『
四
庫
提
要
』

ヲ
」
+
品
、

t
l
 

其
中
如
「
秦
夢
記
」
、
「
異
夢
録
」
、
「
湘
中
怨
解
」
、
大
抵
誰
其
本
事
、
託
之
寓
言
。

と
の
指
摘
が
あ
る
。
就
中
「
秦
夢
記
」
は
、
甚
だ
類
型
的
な
プ
ロ
ッ
ト
に
、
唐
代
伝
奇
小
説
と
し
て
は
異
例
の
多
量
の
典
故
を
鎮
め
て

い
る
と
い
う
点
で
、
大
い
に
解
釈
を
喚
起
す
る
。

本
稿
は
、

ま
ず
「
秦
夢
記
」
の
文
辞
に
密
着
し
て
、
換
言
す
れ
ば
内
容
よ
り
も
表
現
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
を
加
え
、
次
い
で
共
通

の
プ
ロ
ッ
ト
を
持
つ
他
の
伝
奇
小
説
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
小
説
の
構
造
上
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
以
て
そ
の
寓
意
の

所
在
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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論
証
の
必
要
に
よ
り
、
以
下
に
「
秦
夢
記
」
の
全
文
を
、
四
部
叢
刊
本
『
沈
下
賢
文
集
』
巻
四
に
基
づ
い
て
録
出
す
る
。

I 

P
I
l
i
-
-

太
和
初
、
沈
亜
之
将
之
館
、
出
長
安
城
、
客
嚢
泉
邸
舎
。
春
時
、
昼
夢
入
秦
。

PIlli--lill11111

信

仰

主
内
史
摩
挙
亜
之
。
秦
公
召
至
殿
、
膝
前
席
目
、
「
寡
人
欲
強
国
、
、
願
知
其
方
。
先
生
何
以
教
寡
人
。
」
亜
之
以
見
彰
斉
桓
対
。

P
I
l
l
i
-
-
-
-
P
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-

公
悦
、
遂
試
補
中
泊
(
秦
官
也
)
、
使
佐
西
乞
伐
河
西
(
晋
秦
郊
也
)
。
亜
之
帥
将
卒
前
攻
、
下
五
城
。
還
報
、
公
大
悦
、
起
労
日
、

II 

宮野: ["秦夢記」考

「
大
夫
良
苦
、
休
突
。
」

恥「

til--

居
久
之
。
公
幼
女
弄
玉
婿
篇
史
先
死
。
公
謂
亜
之
日
、
「
微
大
夫
、
晋
五
城
非
寡
人
有
。
甚
徳
大
夫
。
寡
人
有
愛
女
、
而
欲
与
大

恥

rill--'

夫
備
酒
掃
、
可
乎
。
」
亜
之
少
自
立
、
雅
不
欲
遇
幸
臣
蓄
之
。
固
辞
、
不
得
請
。
拝
左
庶
長
、
尚
公
主
、
賜
金
二
百
斤
。
民
間
猶
謂

一一226

I
 
I
 
I
 篇

家
公
主
。

其
日
、
前
黄
衣
中
貴
樹
疾
馬
来
、
迎
亜
之
入
、
宮
闘
甚
厳
o

呼
公
主
出
、
髭
髪
、
著
偏
袖
衣
、
装
不
多
飾
。
其
芳
妹
明
娼
、
筆

W V 

不
可
模
様
。
侍
女
抵
承
、
分
立
左
右
者
数
百
人
。
召
見
亜
之
使
館
、
居
之
o

p
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

。l
i

l

i

-

-

P

I

l

l

-

-

亜
之
於
宮
、
題
其
門
目
、
「
翠
微
宮
」
、
宮
人
呼
沈
郎
院
。
雄
備
位
下
大
夫
、
由
公
主
故
、
出
入
禁
衛
。
公
主
喜
鳳
篇
、
毎
吹
篇
、

必
下
翠
微
宮
高
楼
上
、
声
調
遠
逸
、
能
悲
入
、
間
者
莫
不
自
廃
。
公
主
七
月
七
日
生
、
亜
之
嘗
無
既
寿
。
内
史
摩
曽
為
秦
以
女
楽

遺
西
戎
、
戎
主
与
摩
水
犀
両
合
。
亜
之
従
塵
得
以
献
公
主
。
公
主
悦
受
嘗
結
措
帯
之
上
。
穆
公
遇
亜
之
礼
兼
同
列
、
恩
賜
相
望
珍

道。

VI 

駒

1
1
1
1
1
1
P
I
l
l
i
-
-
'

ゅ
I
l
l
-
-

復
一
年
春
、
秦
公
之
始
平
、
公
主
忽
無
疾
卒
。
公
追
傷
不
己
。
将
葬
戚
陽
原
、
公
命
亜
之
作
挽
歌
。
応
教
而
作
日
、
「
泣
葬
一
枝
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紅
、
生
同
死
不
同
。
金
銅
墜
芳
草
、
香
繍
満
春
風
。
旧
日
間
篇
処
、
高
楼
当
月
中
。
梨
花
寒
食
夜
、
深
閉
翠
微
宮
。
」
進
公
。
公
読

詞
、
善
之
。
時
宮
中
有
出
声
若
不
忍
者
、
公
随
泣
下
。
又
使
亜
之
作
墓
誌
銘
。
独
憶
其
銘
、
目
、
「
白
楊
風
突
今
、
石
埜
罵
務
。
雑

英
満
地
今
、
春
色
煙
和
。
珠
愁
粉
痩
今
、
不
生
鯖
羅
。
深
深
埋
玉
号
、
其
恨
知
何
。
」
亜
之
亦
送
葬
戚
陽
原
、
宮
中
十
四
人
殉
之
。

vn 

亜
之
以
悼
帳
過
戚
被
病
、
臥
在
翠
微
宮
。
然
処
殿
外
特
室
、
不
入
宮
中
失
。
居
月
余
、
病
良
己
。
公
謂
亜
之
目
、
「
本
以
小
女
将

託
久
要
、
不
謂
不
得
周
奉
君
子
而
先
物
故
。
弊
秦
区
区
小
国
、
不
足
辱
大
夫
。
然
寡
人
毎
見
子
、
即
不
能
不
悲
悼
。
大
夫
童
適
大

国
乎
。
」
亜
之
対
日
、
「
臣
無
状
、
肺
肺
公
室
、
待
罪
右
庶
長
、
不
能
従
死
公
主
。
君
免
罪
戻
、
使
得
帰
骨
父
母
国
、
臣
不
忘
君
恩
、

知
今
日
。
」

VIII 

将
去
、
公
追
酒
高
会
、
声
秦
声
、
舞
秦
舞
。
舞
者
撃
鱒
柑
牌
鳴
鳴
、
而
音
有
不
快
、
声
甚
怨
。
公
執
酒
亜
之
前
日
、
「
寿
。
顧
此

声
少
善
。
願
沈
郎
農
揚
歌
以
塞
別
。
」
公
命
趣
進
筆
硯
。
亜
之
受
命
、
立
為
歌
、
辞
目
、
「
撃
体
舞
。
恨
満
煙
光
無
処
所
。
涙
如
雨
。
トワU

欲
擬
著
辞
不
成
語
。
金
鳳
衡
紅
旧
輔
衣
、
幾
度
宮
中
同
看
舞
。
人
間
春
日
正
歓
楽
、
日
暮
東
帰
何
処
去
。
」
歌
卒
、
授
舞
者
、
雑
其

声
而
道
之
、
四
座
皆
泣
。
既
、
再
拝
辞
去
。

IX 

公
復
命
至
翠
微
宮
、
与
公
主
侍
人
別
。
重
入
殿
内
時
、
見
珠
翠
遺
砕
青
階
下
、
窓
紗
檀
点
依
然
。
宮
人
泣
対
亜
之
。
亜
之
感
咽

良
久
、
困
題
宮
門
、
詩
日
、
「
君
王
多
感
放
東
帰
、
従
此
秦
宮
不
復
期
。
春
景
自
傷
秦
喪
主
、
落
花
如
雨
一
課
燕
脂
。
」
寛
別
去
。

X 

公
命
車
駕
送
出
函
谷
関
。
己
、
送
吏
日
、
「
公
命
尽
此
。
且
去
。
」
亜
之
与
別
、
語
未
卒
、
忽
驚
覚
、
臥
邸
舎
。

E 

明
日
、
亜
之
与
友
人
崖
九
万
具
道
。
九
万
、
博
陵
人
、
請
古
。
謂
余
目
、
「
『
皇
覧
』
云
、
『
秦
穆
公
葬
落
棄
泉
祈
年
宮
下
。
」
非

|
|
I
l
l
i
t
-
-
t
i
l
l
i
t
-
-
B
I
l
l
-
-
l
l
l
陪

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ι
ド

其
神
霊
想
乎
。
」
亜
之
更
求
得
秦
時
地
誌
、
説
知
九
万
云
。
鳴
呼
、
弄
玉
既
仙
臭
、
悪
又
死
乎
。

梗
概
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。



太
和
の
初
年
(
八
二
七
)
沈
亜
之
は
棄
泉
に
宿
り
、
夢
の
中
で
春
秋
時
代
の
秦
国
へ
行
き

(
I
)
、
穆
公
に
認
め
ら
れ
戦
功
を
立
て

(
H
)
、
公
主
弄
玉
の
婿
と
な
っ
て
栄
え
た
が

(
m
1
V
)
、
突
然
公
主
が
死
に
、
亜
之
は
葬
儀
の
際
に
挽
歌
、
墓
誌
銘
を
作
り
(
羽
)
、

秦
公
は
悲
し
み
の
余
り
亜
之
に
暇
を
出
し

(
刊
)
、
亜
之
は
別
れ
を
惜
し
ん
で
詩
歌
を
作
り
(
咽

t
E
)
、
函
谷
闘
を
出
た
と
こ
ろ
で
目

覚
め
る
と

(
X
)
、
亜
之
の
宿
っ
て
い
た
の
は
秦
の
穆
公
の
墓
の
所
在
地
で
あ
っ
た
(
酒
)
。

は
る
か
に
著
名
な
沈
既
済
「
沈

中
記
」
及
び
李
公
佐
「
南
桐
太
守
伝
」
と
共
通
で
あ
る
。
成
立
時
期
は
「
秦
夢
記
」
が
最
も
後
と
考
え
ら
れ
る
。

一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
夢
の
中
で
立
身
出
世
し
て
ま
た
現
実
に
戻
る
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
は
、

宮野: I秦夢記j考

前
述
の
知
く
「
秦
夢
記
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
多
量
の
典
拠
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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秦
の
穆
公
が
歴
史
上
の
人
物
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
西
乞
に
つ
い
て

(
H
⑤
)
は
、
晋
と
戦
っ
て
敗
北
し
た
こ
と
が
『
左

伝
』
信
公
三
十
二
年
か
ら
三
十
三
年
と
『
史
記
』
秦
本
紀
の
穆
公
三
十
二
年
か
ら
三
十
三
年
に
見
え
、
内
史
摩
が
西
戎
に
女
楽
を
送
つ

(m⑦
・

v⑫
)
は
『
列
仙

た
こ
と

(
V
⑬
)
 は
『
史
記
」
秦
本
紀
の
穆
公
三
十
四
年
に
記
さ
れ
て
お
り
、

一
方
公
主
弄
玉
に
つ
い
て

と
い
う
こ
と
は
己
に
内
山
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
更
に
秦
が
穆
公
時
代
に
晋
と
戦
っ
て
、

一
時
的
に

伝
』
に
記
載
が
あ
る
、

せ
よ
河
西
の
地
を
得
た
こ
と

(
H
⑥
)
 は
、
『
史
記
』
秦
本
紀
の
穆
公
十
五
年
及
び
『
左
伝
』
信
公
十
五
年
に
見
え
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
夢
の
中
で
の
立
身
出
世
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
を
ス
ト
ー
リ
ー
へ
と
具
体
化
す
る
際
の
素
材
は
、
『
左
伝
』
、
『
史
記
』
及

び
『
列
仙
伝
』
と
い
う
文
献
に
密
接
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
秦
夢
記
」
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
著
作
態
度
は
、
「
枕
中
記
」
に

お
い
て
主
人
公
が
夢
の
中
の
立
身
出
世
の
過
程
で
遭
遇
し
関
与
す
る
事
件
や
人
物
の
多
く
が
玄
宗
期
の
史
実
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
、



と
甚
だ
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

さ
て
、
「
秦
夢
記
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
細
部
が
典
拠
に
基
づ
い
て
い
る
事
例
は
、
管
見
に
入
っ
た
だ
け
で
も
更
に
以
下
の
如
き
も
の
が

あ
る
。沈
亜
之
の
送
別
の
宴
で
の

No.1 

声
秦
声
、
舞
秦
舞
、
舞
者
撃
樽
抗
稗
鳴
鳴
、
而
音
有
不
快
(
咽
⑮
)

と
い
う
記
述
は
、
李
斯
の
「
諌
逐
客
書
」
の

Vol.13 

夫
撃
聾
叩
缶
、
弾
等
樽
酔
、
而
歌
呼
鴫
鳴
快
耳
者
、
真
秦
声
也
。
(
『
史
記
」
李
斯
列
伝
)

に
基
づ
く
。

1992 

弄
玉
の
葬
儀
に
「
宮
中
十
四
人
殉
之
」
(
羽
⑪
)
と
あ
る
が
、
秦
は
武
公
二
十
年
に
初
め
て
六
十
六
人
を
従
死
さ
せ
て
以
来
殉
死
の
風

が
あ
り
、
殊
に
穆
公
は
所
謂
三
良
を
含
む
百
七
十
七
人
を
殉
死
さ
せ
て
『
詩
経
』
黄
鳥
の
題
材
に
ま
で
な
り
、
殉
死
と
強
く
結
び
付
い

て
い
る
。
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亜
之
が
左
庶
長
に
拝
さ
れ
た
こ
と

(
田
⑧
)
に
つ
い
て
は
、
左
庶
長
は
、
穆
公
よ
り
後
の
孝
公
の
時
代
に
商
鞍
が
制
定
し
た
秦
爵
二

十
等
の
第
十
で
あ
る
か
ら
、
時
代
錯
誤
で
は
あ
る
。
因
み
に
商
鞍
は
左
庶
長
に
任
じ
ら
れ
て
変
法
の
令
を
定
め
、
大
き
な
功
績
を
あ
げ

た
。
ま
た
商
鞍
が
孝
公
に
遊
説
し
て
気
に
入
ら
れ
た
時
に
は
「
公
与
謂
、
不
自
知
制
御
之
前
診
席
也
」
で
あ
っ
(
問
。
従
っ
て
亜
之
を
召
見

し
た
時
、
秦
公
は
「
膝
前
席
」

(
H
②
)
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
も
、

皿
⑧
と
照
応
し
て
『
史
記
』
商
君
列
伝
に
基
づ
く
可
能
性
が
あ

る
。
だ
と
す
れ
ば
更
に
、
穆
公
の
「
先
生
何
以
教
寡
人
」

(
H
③
)
と
い
う
言
葉
も
、
秦
の
昭
王
が
詰
雄
に
会
っ
た
時
の
「
先
生
何
以
幸

教
寡
人
」
(
「
史
記
』
沼
雄
列
伝
)
に
基
づ
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
は
い
ず
れ
も
時
代
錯
誤
で
は
あ
る
が
、
「
秦
夢
記
」
を
秦
に
関

す
る
典
故
と
密
接
に
結
び
つ
砂
ょ
う
と
す
る
作
者
の
意
図
が
窺
え
る
。



E
之
が
秦
公
か
ら
強
国
の
方
を
問
わ
れ
て
「
昆
彰
斉
桓
」
を
以
て
答
え
た
こ
と

(
H
④
)
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
「
昆
彰
」
が
昆
吾
と

大
彰
で
あ
る
以
上
、
下
の
二
文
字
も
二
人
を
表
す
の
が
通
常
の
語
法
で
あ
る
。
そ
し
て
、
恐
ら
く
「
見
彰
斉
桓
」
の
典
拠
で
あ
る
梁
の

武
帝
の
令
に
「
望
昆
彰
以
長
想
、
欽
桓
文
市
歎
息
」
(
「
梁
童
閏
」
武
帝
紀
中
興
二
年
)

と
あ
る
よ
う
に
、
斉
の
桓
公
は
晋
の
文
公
と
並
挙

さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
周
知
の
如
く
晋
の
文
公
は
秦
の
穆
公
の
援
助
に
よ
っ
て
即
位
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
か

(
日
)

ら
、
穆
公
に
対
し
て
説
く
場
合
に
は
範
例
と
し
て
使
え
な
い
。
「
昆
彰
斉
桓
」
の
よ
う
な
ぎ
こ
ち
な
い
表
現
と
な
っ
た
所
以
で
あ
る
。
こ

の
事
例
は
、
作
者
が
明
白
な
時
代
錯
誤
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
神
経
を
使
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
「
秦
夢
記
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
細
部
が
多
く
の
典
拠
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
と
こ
ろ
が
「
秦
夢
記
」
の
ス
ト
ー
リ

宮野: I秦夢記J考

ー
に
は
、
主
要
な
典
拠
の
一
つ
『
列
仙
伝
』
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
点
が
あ
る
。
一
言
う
ま
で
も
な
く
公
主
弄
玉
の
死
(
羽
⑮
)
で
あ

る
。
「
列
仙
伝
」
に
よ
れ
ば
、
弄
玉
は
夫
の
篇
史
と
と
も
に
仙
去
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
死
ぬ
は
ず
は
な
い
。
作
者
自
身
こ
の
矛
盾
を
明
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白
に
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
、
「
鴫
呼
、
弄
玉
既
仙
失
。
悪
又
死
乎
。
」

(
E
⑫
)
と
い
う
言
葉
か
ら
確
認
で
き
る
。

更
に
も
う
一
つ
疑
問
点
が
あ
る
。
今
ま
で
指
摘
し
た
典
拠
は
、

ス
ト
ー
リ
ー
と
明
白
に
は
矛
盾
し
な
い
春
秋
戦
国
時
代
の
秦
固
に
関

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
「
秦
夢
記
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
細
部
に
は
以
下
の
知
く
明
ら
か
に
唐
代
に
属
す
る
史
実
や
風
俗
に
基

づ
く
も
の
が
存
在
す
る
。

亜
之
が
公
主
弄
玉
と
結
婚
し
て
住
居
と
し
た
宮
殿
の
名
は
「
翠
微
宮
」
(
V
⑩
)
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
唐
代
の
実
在
の
離
宮
の
名
で
あ

る
。
『
旧
唐
書
』
太
宗
紀
や
『
元
和
郡
県
図
志
』

に
も
記
載
が
あ
る
が
、
『
新
唐
書
」
地
理
志
が
最
も
手
際
良
く
沿
革
を
ま
と
め
て
い
る
。

京
兆
府
長
安
県
の
本
注
に
云
う
、

南
五
十
里
太
和
谷
有
太
和
宮
。
武
徳
八
年
置
。
貞
観
十
年
廃
。
二
十
一
年
復
置
、

日
翠
微
宮
。
龍
山
為
苑
。
元
和
中
以
為
翠
微
寺
。

長
安
県
の
南
五
十
里
の
終
南
山
中
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
穆
公
、
弄
玉
に
縁
り
の
落
と
は
地
理
的
に
も
隔
た
っ
て
い
る
。



弄
玉
と
の
婚
礼
に
「
黄
衣
中
貴
」

(
W
⑨
)
が
迎
え
に
来
る
が
、
春
秋
時
代
の
黄
衣
は
貴
人
の
服
で
あ
る
一
方
、
唐
代
に
は
多
数
の
黄

衣
の
官
官
が
存
在
し
た
。

亜
之
が
秦
舞
を
歌
っ
た
「
金
鳳
衝
紅
旧
繍
衣
、
幾
度
宮
中
同
看
舞
」
(
咽
⑩
)
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
、

王
建
の
「
宮
詞
百
首
」
其

十
七
に
、

NO.1 

羅
杉
葉
葉
繍
重
重
、
金
鳳
銀
鵡
各
一
叢
。
毎
遍
舞
時
分
両
向
、
太
平
万
歳
字
当
中

と
あ
り
、
こ
の
詩
は
唐
代
の
宮
廷
を
中
心
に
盛
行
し
た
大
規
模
な
舞
踊
で
あ
る
「
字
舞
」
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
李
賀
の
「
河

Vol.13 

南
府
試
十
二
月
楽
詞
」
十
月
に
「
金
鳳
刺
衣
著
体
寒
、
長
眉
対
月
闘
警
環
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
宮
女
を
描
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

、A

・、
J
O

B
V
v
a
k
t
 

つ
ま
り
唐
代
に
は
金
鳳
の
刺
繍
を
し
た
衣
を
著
げ
た
宮
女
に
よ
る
舞
踊
が
存
在
し
、

し
か
も
そ
れ
ら
は
詩
の
題
材
と
な
る
ほ
ど

1992 

に
当
時
に
お
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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以
上
の
事
例
が
い
ず
れ
も
宮
中
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

本
節
に
お
い
て
は
、
共
通
の
プ
ロ
ッ
ト
を
持
つ
「
枕
中
記
」
及
び
「
南
何
太
守
伝
」
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
秦
夢
記
」
の
特

徴
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
に
「
枕
中
記
」
と
「
南
栴
太
守
伝
」
は
い
ず
れ
も
末
尾
に
お
い
て
、
現
実
の
栄
華
も
夢
と
同
じ
く
空
し
い
も
の
で
あ
る
と
い
う

寓
意
を
明
言
し
て
い
る
。

一
方
「
秦
夢
記
」
に
は
寓
意
の
明
言
は
な
い
。

次
に
夢
の
中
に
お
け
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
検
討
す
る
。



「
枕
中
記
」
に
お
い
て
は
、
主
人
公
は
波
乱
を
伴
い
つ
つ
も
出
世
し
、

一
族
と
も
ど
も
栄
華
を
極
め
、

そ
れ
が
死
に
よ
っ
て
終
り
、

目
覚
め
る
。
「
南
伺
太
守
伝
」
に
お
い
て
は
、
作
品
が
長
く
な
っ
た
分
だ
け
多
様
な
要
素
が
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
中
心
は
主
人
公
の
栄

華
と
没
落
で
あ
り
、
最
後
は
失
脚
し
て
帰
郷
し
た
所
で
目
覚
め
る
。
死
も
失
脚
も
栄
華
の
喪
失
と
い
う
点
で
は
同
一
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
二
作
品
と
も
栄
華
の
獲
得
と
喪
失
が
描
か
れ
て
い
る
、

と
纏
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
「
秦
夢
記
」
に
お
い
て
は
、
主
人
公
の
妻
で
あ
る
公
主
弄
玉
、
特
に
そ
の
死
、
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
主
人
公
の
出
世
や

栄
華
の
描
写
は
対
照
的
に
甚
だ
少
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
以
下
や
や
詳
し
く
論
じ
る
。

「
枕
中
記
」
で
は
主
人
公
の
妻
は
名
家
の
娘
で
は
あ
る
が
名
前
も
描
か
れ
ず
、
主
人
公
と
の
結
婚
は
主
人
公
の
出
世
の
端
緒
と
し
て
最

宮野: I秦夢記」考

初
に
置
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

そ
の
死
も
出
て
来
な
い
。
「
南
桐
太
守
伝
」
で
は
主
人
公
は
公
主
と
の
結
婚
に
よ
っ
て
栄
達
し
、
公

主
の
死
後
主
人
公
の
運
命
は
下
り
坂
に
な
る
。
と
は
言
え
主
人
公
の
失
脚
の
原
因
は
、
本
人
が
「
威
福
日
盛
」
で
あ
っ
た
た
め
に
嫌
疑

-232-

を
招
い
た
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
「
南
栴
太
守
伝
」
に
お
い
て
も
、
主
人
公
の
栄
達
と
没
落
に
重
点
が
在
り
、
公
主
は
そ
れ
に
き
っ
か

け
を
提
供
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
点
で
は
「
枕
中
記
」
と
変
わ
り
が
な
い
。

「
秦
夢
記
」
は
と
い
う
と
、
主
人
公
は
戦
功
を
立
て
た
こ
と
に
よ
っ
て
公
主
と
結
婚
し
、
公
主
の
死
後
秦
公
は
「
寡
人
毎
見
子
、
即
不

能
不
悲
悼
」
(
刊
⑬
)

と
い
う
理
由
で
主
人
公
に
帰
郷
を
命
じ
る
。
と
い
う
こ
と
は
「
秦
夢
記
」
で
は
、
「
枕
中
記
」
・
「
南
桐
太
守
伝
」

と
は
逆
に
主
人
公
が
出
世
し
た
結
果
公
主
と
結
婚
す
る
の
で
あ
り
、

ま
た
公
主
の
死
が
そ
れ
だ
け
で
夢
の
世
界
を
終
わ
ら
せ
る
の
で
あ

る

一
方
で
主
人
公
の
死
や
没
落
と
い
っ
た
要
素
は
存
在
し
な
い
。

以
上
の
考
察
は
描
写
の
量
の
面
か
ら
見
て
も
支
持
さ
れ
る
。
「
秦
夢
記
」
で
主
人
公
の
出
世
と
栄
華
を
描
い
て
い
る
の
は

H-m-w・

V
で
あ
る
が
、
主
人
公
の
功
績
を
描
い
て
い
る
の
は
H
の
み
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
は
、
公
主
弄
玉
と
結
婚
す
る
い
き
さ
つ
、
婚
礼
の
様

子
、
結
婚
生
活
等
の
描
写
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も

H
i
v
は
夢
全
体
の
約
四
割
に
過
ぎ
ず
、
続
く
羽
で
弄
玉
が
死
ぬ
と
、
以
下



夢
の
過
半
は
主
人
公
の
弄
玉
の
死
へ
の
悲
し
み
と
、

そ
れ
を
原
因
と
し
て
秦
国
に
名
残
を
惜
し
み
つ
つ
別
れ
を
告
げ
る
情
景
を
描
い
て

い
る
の
で
あ
る
。

更
に
「
秦
夢
記
」
に
は
、
「
枕
中
記
」
・
「
南
荷
太
守
伝
」
に
は
無
い
、
主
人
公
の
作
っ
た
四
篇
の
韻
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
う
ち
の
前
半
の
二
篇
(
い
ず
れ
も
羽
)

は
弄
玉
の
挽
歌
と
墓
誌
の
銘
で
あ
る
か
ら
、
直
接
弄
玉
の
死
を
傷
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
後
半

No.1 

の
二
篇
(
咽
・
区
)
は
秦
国
を
去
る
際
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
内
容
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
自
身
が
秦
国
を
去
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
弄
玉
の
死
を
傷
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
四
篇
と
も
弄
玉
の
死
を
廻
る
作
品
な
の
で
あ
る
。

Vo1.13 

以
上
を
要
す
る
に
、
「
秦
夢
記
」
の
夢
の
中
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
重
点
は
、
展
開
の
上
か
ら
も
描
写
の
内
容
と
量
か
ら
見
て
も
、
公
主

弄
玉
と
そ
の
死
に
在
り
、
主
人
公
の
栄
達
は
弄
玉
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
導
き
出
す
た
め
の
前
提
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

1992 

次
に
夢
の
前
後
の
現
実
の
部
分
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
検
討
す
る
。
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夢
の
前
の
主
人
公
の
状
態
は
、
「
枕
中
記
」
で
は
強
い
出
世
願
望
を
持
つ
布
衣
、
「
南
柑
太
守
伝
」
で
は
失
職
し
て
落
ち
ぶ
れ
酒
び
た

り
の
身
、

で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
彼
等
に
と
っ
て
は
出
世
が
最
重
要
な
関
心
事
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
夢
の
後
に
な
る
と
、

し3

ず
れ
も
出
世
の
空
し
さ
を
悟
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
主
人
公
の
回
心
は
、
夢
の
中
で
の
栄
華
の
獲
得
及

ぴ
喪
失
と
照
応
し
て
、
寓
意
に
ぴ
っ
た
り
適
合
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
形
成
し
て
い
る
。

更
に
「
枕
中
記
」
・
「
南
桐
太
守
伝
」
に
は
い
ず
れ
も
前
後
が
照
応
し
て
夢
が
ご
く
短
時
間
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
描
写
が
あ
(
制
。
こ

れ
は
夢
の
は
か
な
さ
を
表
す
か
ら
、
寓
意
を
強
調
す
る
効
果
を
有
す
る
。

今
一
つ
、
現
実
と
夢
の
往
復
の
描
写
に
つ
い
て
も
、
現
実
の
部
分
か
ら
は
み
だ
す
事
例
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
検
討
す
る
。
「
枕
中
記
」

で
は
、
夢
の
中
へ
の
移
行
に
、
枕
の
穴
の
中
へ
入
る
と
い
う
短
い
が
印
象
的
な
描
写
を
与
え
て
い
る
。
「
南
桐
太
守
伝
」
で
は
、
夢
と
現

実
と
を
往
復
す
る
旅
の
描
写
に
作
品
全
体
の
十
分
の
一
強
を
費
や
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
現
実
と
夢
と
の
相
関
関
係
を
強
調
す
る
機
能



を
果
す
。

以
上
の
よ
う
な
描
写
は
、
現
実
と
夢
を
往
復
す
る
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
自
体
の
持
つ
、
現
実
と
夢
と
を
対
比
さ
せ
る
能
力
を
活
性
化
し

て
い
る
。
こ
の
対
比
が
寓
意
に
直
結
す
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。

一
方
「
秦
夢
記
」
に
お
い
て
は
、
夢
の
前
後
の
現
実
の
部
分
は
質
量
と
も
に
貧
弱
で
あ
る
。

ま
ず
量
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
「
秦
夢
記
」
に
お
い
て
現
実
の
部
分
の
長
さ
が
作
品
全
体
に
占
め
る
割
合
は
約
九
分
の
一
に
過
ぎ
な

ぃ
。
「
秦
夢
記
」
よ
り
わ
ず
か
に
長
い

「
枕
中
記
」
で
三
分
の
一
弱
、
「
枕
中
記
」

の
約
三
倍
の
長
さ
の
「
南
桐
太
守
伝
」
で
も
四
分
の

一
弱
も
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

宮野: I秦夢記」考

続
い
て
質
つ
ま
り
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
「
秦
夢
記
」
に
お
い
て
夢
の
前
に
主
人
公
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
旅
行
中

に
棄
泉
に
宿
っ
た
こ
と

(
I
)
 
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
夢
の
後
に
主
人
公
の
回
心
が
生
起
す
る
余
地
は
も
と
も
と
存
在
し
な
い
。

234-

と
こ
ろ
で
、
主
人
公
の
棄
泉
滞
在
は
、
夢
の
後
に
お
け
る
、
棄
泉
は
秦
の
穆
公
が
葬
ら
れ
た
土
地
だ

(
刃
⑪
)

と
い
う
記
述
と
前
後

照
応
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

更
に
、
夢
の
前
後
が
照
応
し
て
夢
が
短
時
間
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
描
写
は
存
在
し
な
い
し
、
夢
と
現
実
と
の
往
復
の
描
写
(
I
①・

X
)
は
き
わ
め
て
短
か
く
、

し
か
も
型
通
り
で
そ
っ
け
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
「
秦
夢
記
」
に
お
い
て
は
ス
ト
ー
リ
ー
が
プ
ロ
ッ
ト
の

持
つ
夢
と
現
実
を
対
比
さ
せ
る
能
力
を
阻
碍
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
夢
の
中
の
世
界
の
設
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

「
枕
中
記
」
に
お
い
て
夢
の
中
で
主
人
公
が
活
躍
す
る
の
は
玄
宗
期
の
政
界
で
あ
り
、
主
人
公
の
事
績
や
背
景
と
な
る
事
件
、
人
物
の

多
く
は
玄
宗
期
の
史
実
に
基
づ
い
て
お
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
史
実
と
の
異
同
が
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
夢
の
内
容
の
典
拠
と

な
る
史
実
は
、
主
人
公
が
夢
を
見
た
時
点
と
し
て
設
定
さ
れ
た
開
元
七
年
か
ら
見
れ
ば
近
未
来
の
こ
と
に
属
し
て
い
説
。
更
に
こ
れ
は



夢
で
あ
る
上
に
、
主
人
公
は
こ
の
夢
を
契
機
と
し
て
出
世
を
捨
て
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
夢
見
ら
れ
た
未
来
は
決
し
て
実
現
さ
れ
得
な
い

の
で
あ
る
。
従
っ
て
典
拠
と
な
る
史
実
と
夢
と
の
異
同
は
問
題
に
な
り
得
な
い
。

一
方
で
こ
の
よ
う
な
典
拠
の
使
用
は
、
開
元
七
年
の

住
人
で
あ
る
主
人
公
に
と
っ
て
も
、
玄
宗
期
の
歴
史
を
己
に
知
っ
て
い
る
「
枕
中
記
」
の
読
者
に
と
っ
て
も
、
夢
の
迫
真
性
を
強
化
す

る
役
割
を
果
す
は
ず
で
あ
る
。
栄
華
の
夢
が
真
に
迫
っ
て
い
れ
ば
い
る
だ
け
目
覚
め
た
後
の
空
し
さ
は
強
ま
る
か
ら
、
以
上
の
よ
う
な

No.1 

夢
の
設
定
は
寓
意
を
強
調
す
る
機
能
を
果
す
。

「
南
桐
太
守
伝
」
に
お
い
て
は
、
「
枕
中
記
」
と
は
対
照
的
に
全
く
架
空
の
存
在
で
あ
る
槙
安
国
を
設
定
す
る
。
し
か
し
夢
の
後
で
主

Vol.13 

人
公
が
、
こ
の
楓
安
国
が
実
は
蟻
の
国
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
の
と
照
応
し
て
、
夢
の
栄
華
の
空
し
さ
を
強
調
す
る
役
割

を
果
す
。
従
っ
て
寓
意
を
強
調
す
る
設
定
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
「
枕
中
記
」
と
同
様
で
あ
る
。

1992 

そ
れ
は
か
え
っ
て
差
異
を
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「
秦
夢
記
」
は
以
上
に
述
べ
た
「
枕
中
記
」
・
「
南
桐
太
守
伝
」
と
そ
れ
ぞ
れ
部
分
的
に
類
似
し
て
い
る
が
、
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際
立
た
せ
る
。

ま
ず
「
秦
夢
記
」
と
「
枕
中
記
」
と
は
い
ず
れ
も
歴
史
上
の
現
実
の
世
界
に
夢
の
中
の
世
界
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
「
秦
夢

記
」
に
お
い
て
は
、
「
枕
中
記
」
と
異
な
り
、
主
人
公
が
夢
を
見
た
太
和
元
年
か
ら
は
る
か
過
去
の
春
秋
時
代
の
秦
国
に
舞
台
を
設
定

し
、
そ
の
時
代
の
史
実
や
伝
承
に
、

つ
ま
り
は
主
人
公
に
と
っ
て
さ
え
も
既
定
の
事
実
に
基
づ
い
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
形
成
し
て
い
る
。

従
っ
て
典
拠
と
の
異
同
は
当
然
問
題
に
な
る
。

こ
の
点
か
ら
見
て
も
、
第
二
節
で
指
摘
し
た
弄
玉
の
死
と
い
う
典
拠
に
反
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
は
重
大
な
疑
問
を
喚
起
す
る
。
作

者
自
身
が
こ
の
問
題
の
存
在
を
認
め
て
い
る
こ
と
も
己
に
指
摘
し
た
。

の
み
な
ら
ず
、
実
は
「
秦
夢
記
」
の
夢
の
後
の
現
実
の
部
分
全

体
(
盟
)
が
専
ら
夢
と
史
実
や
伝
承
と
の
対
応
、
換
言
す
れ
ば
夢
と
文
献
の
記
載
と
の
対
応
、
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
が
「
秦
夢
記
」
と
「
南
何
太
守
伝
」
と
の
類
似
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
両
者
と
も
夢
の
後
で
、
夢
が
現
実
界
の
何
と
対
応



し
て
い
る
の
か
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
秦
夢
記
」
に
お
い
て
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
い
る
か

は
、
「
南
桐
太
守
伝
」
の
よ
う
に
一
見
し
て
明
白
で
は
な
い
。

因
み
に
「
秦
夢
記
」
に
お
い
て
夢
と
典
拠
と
の
対
応
を
問
題
に
し
て
い
る
の
は
作
品
の
末
尾
、

つ
ま
り
「
枕
中
記
」
・
「
南
桐
太
守
伝
」

で
は
作
品
全
体
の
寓
意
が
提
示
さ
れ
て
い
る
場
所
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
上
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
夢
と
典
拠
と
の
対
応
に
関

す
る
記
述

(
I
-
E
)
は
、
「
秦
夢
記
」
に
お
い
て
夢
の
前
と
後
と
が
照
応
し
て
い
る
唯
一
の
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
甚
だ
一
示
唆
的
な

事
実
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

宮野:r秦夢記J考

四
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前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
秦
夢
記
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
お
い
て
は
公
主
弄
玉
と
そ
の
死
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
弄
玉

の
死
を
題
材
と
し
た
四
篇
の
韻
文
が
主
人
公
H
作
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
の
挽
歌
の
典
故
を
検
討
す
る
と
、
甚
だ
興
味

深
い
事
実
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

挽
歌
の
前
半
の

泣
葬
一
枝
紅

香
繍
満
春
風
(
W
H

⑮
)

生
同
死
不
同

金
銅
墜
芳
草

は
李
白
の
「
清
平
調
詞
」
其
一
一
の

一
枝
紅
艶
露
凝
香

雲
雨
亙
山
柾
断
腸

及
び
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
の

六
軍
不
発
無
奈
何

宛
転
蛾
眉
馬
前
死

花
銅
委
地
無
人
収

翠
週
金
雀
玉
掻
頭



と
い
〉
フ
、

い
ず
れ
も
甚
だ
人
口
に
謄
突
し
た
詩
句
に
基
づ
い
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
前
者
が
楊
貴
妃
の
美
し
さ
を
、
後
者
が
楊

貴
妃
の
死
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

弄
玉
と
楊
貴
妃
と
は
、
同
じ
く
関
中
に
都
し
た
秦
と
唐
に
お
い
て
、
公
主
と
貴
妃
と
い
う
立
場
の
違
い
は
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
君
主

に
連
な
る
高
貴
な
身
分
の
美
女
で
あ
り
、
同
様
に
突
然
の
死
を
迎
え
、
各
々
の
夫
は
永
く
哀
惜
す
る
。
こ
れ
だ
け
の
類
似
点
が
あ
る
の

NO.1 

だ
か
ら
、
こ
の
詩
の
典
故
表
現
は
一
見
極
め
て
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

ま
ず
楊
貴
妃
は
弄
玉
よ
り
は
る
か
に
後
世
の
人
で
あ
る
か
ら
、
秦
公
を
は
じ
め
「
秦
夢
記
」

の
中
で
の
こ
の
詩
の

VoJ.13 

読
者
に
対
し
て
は
、
こ
の
典
故
は
全
く
機
能
し
得
な
い
。

つ
ま
り
こ
の
典
故
は
小
説
「
秦
夢
記
」
の
読
者
の
み
を
対
象
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

1992 

更
に
重
大
な
問
題
と
し
て
、
弄
玉
と
楊
貴
妃
と
の
類
似
性
を
成
立
さ
せ
て
い
る
諸
要
素
の
核
心
で
あ
る
突
然
の
死
は
、
弄
玉
に
関
し

-237-

鹿児島女子大学研究紀要

て
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
「
秦
夢
記
」
全
体
が
密
接
に
典
拠
に
基
づ
い
て
い
る
中
で
そ
れ
だ
け
が
典
拠
に
背
反
し
た
、
作
者
沈
E

之
の
創
作
な
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
秦
夢
記
」
に
お
い
て
は
、
同
一
の
プ
ロ
ッ
ト
を
も
っ
先
行
作
品
「
枕
中
記
」
・
「
南
桐
太
守
伝
」

と
は
異
な
り
、
夢
の
中
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
重
点
は
弄
玉
と
そ
の
死
に
あ
る
。

加
え
て
、
第
二
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
夢
の
中
に
お
け
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
素
材
と
し
て
春
秋
戦
国
期
の
秦
の
典
故
が
多
量
か
つ
注

意
深
く
使
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
唐
代
の
し
か
も
宮
中
に
関
わ
る
典
故
が
混
入
し
て
い
る
。

そ
の
上
に
、
第
三
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
夢
の
前
後
の
現
実
の
部
分
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
前
後
照
応
し
て
専
ら
夢
と
典
拠
と
の
対

応
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
実
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
「
秦
夢
記
」
と
い
う
小
説
は
、
弄
玉
と
楊
貴
妃
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
見
立
て
を
中
心
に
し
て
構
成



さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
挽
歌
に
お
い
て
弄
玉
を
楊
貴
妃
に
擬
え
る
の
は
単
な
る
典
故
表
現
で
は
な
く
、
「
秦
夢
記
」

の
読
者
に
こ
の
見
立
て
を
指
示
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
下
そ
の
傍
証
を
挙
げ
る
。

ま
ず
「
秦
公
之
始
平
」
(
羽
⑭
)
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
秦
公
は
こ
の
小
説
で
は
傍
役
で
あ
る
か
ら
、
主
人
公
に
関
係
の

な
い
動
静
は
描
か
れ
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
記
述
は
主
人
公
に
も
ス
ト
ー
リ
ー
の
進
行
に
も
全
く
関
係
し
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
文
で
千
字
足
ら
ず
の
短
い
小
説
の
中
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

「
元
和
郡
県
図
士
山
」
京
兆
府
下
に
云
う
、

宮野: I秦夢記J考

興
平
県
。
本
漢
平
陵
県
、
属
右
扶
風
。
説
文
帝
改
為
始
平
。
:
:
:
景
竜
二
年
、
金
城
公
主
出
降
吐
蕃
、
中
宗
送
至
此
県
、
改
始
平

県
為
金
城
県
。
至
徳
二
年
改
名
輿
平
。
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つ
ま
り
始
平
と
い
う
地
名
は
春
秋
時
代
に
は
存
在
せ
ず
、
親
の
文
帝
の
時
代
に
始
ま
り
、
県
名
と
し
て
は
沈
亜
之
の
時
代
に
は
己
に

消
滅
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
興
平
県
の
項
に
は
以
下
の
様
な
記
載
が
あ
る
。

始
平
原
、
在
県
北
十
二
里
。
東
西
五
十
里
、
南
北
八
里
、
東
入
威
陽
界
、
西
入
武
功
界
。

馬
鬼
故
城
、
在
県
西
北
二
十
三
里
。
馬
鬼
訟
此
築
城
、
以
避
難
。
未
詳
何
代
人
世
。

つ
ま
り
始
平
原
と
い
う
地
名
は
沈
亜
之
の
時
代
に
も
存
在
し
、

そ
こ
に
楊
貴
妃
が
死
ん
だ
馬
鬼
が
あ
る
の
で
あ
る
。

一
方
「
秦
夢
記
」

に
お
い
て
は
、
「
秦
公
之
始
平
」
に
続
い
て
「
公
主
忽
無
疾
卒
」
と
弄
玉
の
死
が
述
べ
ら
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
「
秦
公
之
始
平
」
と

い
う
記
述
の
存
在
は
、
弄
玉
の
死
を
、
唐
の
君
主
玄
宗
が
馬
鬼
に
行
き
、
楊
貴
妃
が
そ
こ
で
死
ん
だ
こ
と
と
類
比
さ
せ
る
役
割
を
荷
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



次
に
翠
微
宮
の
宮
人
が
翠
微
宮
の
こ
と
を
「
沈
郎
院
」
と
呼
ん
だ
こ
と

(
V
⑪
)
 に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
親
類
や
友
人
な
ら
ま
だ
し

も
、
宮
人
が
宮
殿
の
主
人
に
対
し
て
「
沈
郎
」
と
い
う
甚
だ
く
だ
け
た
呼
び
か
た
を
し
た
こ
と
は
、
天
宝
年
聞
に
玄
宗
皇
帝
の
こ
と
を

宮
人
が
三
郎
と
呼
ん
だ
と
い
う
事
実
を
想
起
さ
せ
る
。

以
上
の
二
点
も
、
「
秦
夢
記
」
が
弄
玉
と
楊
貴
妃
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
見
立
て
を
中
心
に
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
認
め
れ
ば
、

ス
ト

No.1 

ー
リ
l
中
で
の
存
在
意
義
が
理
解
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
に
基
づ
い
て
、
最
後
に
「
枕
中
記
」
・
「
南
桐
太
守
伝
」
に
お
け
る
寓
意
及
び
「
秦
夢
記
」
に
お
け
る
見
立
て
そ
れ
ぞ
れ

Vol.13 

の
、
作
品
構
造
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。

ま
ず
寓
意
に
つ
い
て
述
べ
る
。
「
枕
中
記
」
・
「
南
桐
太
守
伝
」
に
お
い
て
は
、
第
三
節
で
見
た
よ
う
に
、

ス
ト
ー
リ
ー
・
プ
ロ
ッ
ト
・

1992 

夢
の
設
定
(
こ
れ
は
表
現
と
ス
ト
ー
リ
ー
の
双
方
に
関
わ
る
が
)
そ
れ
ぞ
れ
が
相
互
に
整
合
し
つ
つ
寓
意
に
適
合
し
た
り
、
寓
意
を
強
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調
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
整
合
性
は
、
寓
意
が
作
品
を
各
水
準
を
通
じ
て
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
と
い
う
こ
と
は
寓

意
と
作
品
と
は
上
下
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
読
者
か
ら
見
れ
ば
こ
の
上
下
が
入
れ
替
わ
っ
て
、
作
品
を
読
め
ば
そ
の
深
奥
に
寓
意
を

見
出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
ず
れ
に
せ
よ
作
品
と
寓
意
と
は
言
わ
ば
垂
直
方
向
の
関
係
に
あ
る
。
ま
た
寓
意
と
は
作
品
に
文
字
通
り
「
寓
」

さ
れ
て
い
る
意
義
で
あ
る
か
ら
、
読
者
が
作
品
を
通
っ
て
寓
意
に
到
達
す
れ
ば
、
作
品
自
体
は
用
済
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
見
立
て
に
つ
い
て
論
じ
る
。
本
稿
に
お
け
る
私
の
考
察
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
「
秦
夢
記
」
は
見
立
て
を
中
心
に
し
て
構
成
さ
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
第
三
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
「
秦
夢
記
」
に
お
い
て
は
ス
ト
ー
リ
ー
・
プ
ロ
ッ
ト
・
表
現
の
各
水
準
の
聞
に
は
不

整
合
が
存
在
す
る
。

そ
れ
で
は
見
立
て
は
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
本
節
前
半
で
見
た
よ
う
に
、

ス
ト
ー
リ
ー
と
典
故
が
相

倹
つ
て
な
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
夢
の
舞
台
を
春
秋
時
代
の
秦
固
に
設
定
し
、
設
定
に
あ
わ
せ
て
ス
ト
ー
リ
ー
の
素
材
に
秦



の
典
故
を
多
用
し
な
が
ら
唐
の
典
故
を
混
入
し
、
典
故
に
反
す
る
弄
玉
の
突
然
の
死
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
を
創
作
し
、

し
か
も

そ
れ
を
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
心
に
据
え
、
弄
玉
の
挽
歌
に
楊
貴
妃
の
典
故
を
用
い
、
仕
上
げ
に
夢
の
前
後
が
照
応
し
て
夢
と
典
故
と
の
対

応
に
読
者
の
注
意
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
は
、
典
故
が
機
能
す
る
前
提
条
件
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
弄
玉
は
楊
貴
妃
と
繋
が
り
得

、
ず
、
典
故
の
巧
み
な
運
用
に
よ
っ
て
初
め
て
弄
玉
と
楊
貴
妃
と
の
繋
が
り
が
設
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
見
立
て
の
実
現
の
た
め

に
は
典
故
の
方
が
よ
り
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

典
故
は
、
も
と
よ
り
内
容
と
表
現
の
双
方
に
関
わ
る
と
は
言
え
、
文
辞
が
他
の
書
物
の
文
辞
と
一
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
機
能
す
る
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の
で
あ
る
か
ら
、
第
一
義
的
に
は
表
現
の
水
準
の
存
在
で
あ
る
。
従
っ
て
「
秦
夢
記
」

の
見
立
て
は
作
品
の
表
層
構
造
に
主
に
依
存
し

て
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
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一
方
ス
ト
ー
リ
ー
よ
り
深
層
の
水
準
で
あ
る
プ
ロ
ッ
ト
に
対
し
て
、

ス
ト
ー
リ
ー
は
整
合
せ
ず
、

れ
ど
こ
ろ
か
プ
ロ
ッ
ト
自
体
の
も
つ
能
力
を
妨
げ
、
プ
ロ
ッ
ト
を
表
現
・
ス
ト
ー
リ
ー
の
単
な
る
土
台
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
付
け
加
え
る
こ
と
が
あ
る
。
見
立
て
の
作
用
は
、
寓
意
と
は
異
な
り
、

一
方
通
行
的
で
は
な
い
。
「
秦
夢
記
」
に
関
し
て
言

え
ば
、
弄
玉
か
ら
楊
貴
妃
へ
と
到
達
す
れ
ば
、

そ
れ
で
弄
玉
の
方
は
用
済
み
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
見
立
て
と
は
、
異
な
っ
た
二
つ

の
も
の
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
相
異
な
る
二
者
の
聞
に
設
定
さ
れ
た
等
価
関
係
そ
れ
自
体
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
「
秦
夢

記
」
に
お
い
て
は
、
見
立
て
は
主
に
典
故
の
利
用
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
見
立
て
は
、
典
故
に
よ
っ
て

「
秦
夢
記
」
と
他
の
書
物
と
の
聞
に
設
定
さ
れ
た
水
平
方
向
の
関
係
の
網
が
織
り
成
し
た
模
様
の
如
き
も
の
な
の
で
あ
る
。



}王

No.1 

(
1
)
沈
亜
之
の
生
涯
と
作
品
に
つ
い
て
は
、
内
山
知
也
「
沈
亜
之
と
『
秦
夢
記
』
そ
の
他
に
つ
い
て
」
(
『
惰
唐
小
説
研
究
』
昭
和
五
十
二
年
木
耳

社
刊
所
収
)
に
詳
細
な
考
証
が
あ
る
。
本
論
文
は
こ
の
内
山
氏
の
論
文
か
ら
多
大
な
思
恵
を
蒙
っ
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

(
2
)
本
論
文
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
ッ
ト
と
ス
ト
ー
リ
ー
を
一
対
の
概
念
と
し
て
使
用
す
る
。
開
・
冨
・
司
耳
目
宮
司
の
ε
〉
告
R
Z
丘

s
m
z
o認
可
w

(HS吋
)
に
云
う
、
「
わ
れ
わ
れ
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
、
時
間
的
順
序
に
配
列
さ
れ
た
諸
事
件
の
叙
述
で
あ
る
と
定
義
し
て
き
ま
し
た
。
プ
ロ
ッ

ト
も
ま
た
諸
事
件
の
叙
述
で
あ
り
ま
す
が
、
重
点
は
因
果
関
係
に
お
か
れ
ま
す
。
」
(
米
田
一
夫
訳
『
小
説
と
は
何
か
』
ダ
ヴ
ッ
ド
社
一
九
六

九
年
刊
P
一

O
八
)
補
足
と
し
て
、
フ
ォ

l
ス
タ
ー
は
明
言
し
て
い
な
い
が
、

4
円山口
no件
。
ロ
何
日
吉
]
O
宮
島
田
O
同

HM02弓

h
w
p混
同
門
間
三

百
ユ
ロ
B
Zロ
C
E
4巾円白日々
回》吋叩由回

5
2
)
の

HMFO吋
の
項
に
a

・2
2ユ
可
白
ロ

o
u
u
o
a
m
E
X由。-内向日
O
何
回
ロ
O
同
B
巴
内
四
国
立
。
f

2
ロ白】】可

円】巾
R
q
s
o
u円
2
2
2
0
ご
4
5
0
2
u。吋
0
3
2
0内田
g
仏

00田
口
三
自
由
W
O
白
立
。
r
s
o
n
oロ
no宮
え
立
O
同
諸
問
。
『
印
吉
国
司
色
白
昨
日
0
5庄
司
li--

同
ロ
色
白
ロ
目
自
立

-asz印
由
民
守
|
|
回
目
。
ロ
m
m
u
-
g骨凹・
3

と
あ
る
如
く
、
プ
ロ
ッ
ト
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
形
成
す
る
具
体
的
な
諸
事
件
の
内

奥
に
あ
る
抽
象
的
な
水
準
の
存
在
で
あ
る
。

(3)
「
秦
夢
記
」
は
『
太
平
広
記
』
巻
二
八
二
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
『
沈
下
賢
文
集
』
と
は
多
少
の
異
聞
が
あ
る
が
、
本
稿
の
論
旨
に
は
影
響

し
な
い
。
な
お
、
以
下
の
「
秦
夢
記
」
本
文
で
は
、
、
在
辞
麗
担
「
唐
人
小
説
』
を
参
考
に
し
て
明
白
な
誤
字
を
正
し
、
異
体
字
は
適
用
の
字
体

に
改
め
た
。

(4)
以
下
「
秦
夢
記
」
の
引
用
や
参
照
の
箇
処
は
、
段
落
は
ロ
ー
マ
数
字
で
、
語
句
は
ロ
ー
マ
数
字
と
傍
線
部
に
付
し
た
丸
で
囲
ん
だ
ア
ラ
ビ
ア

数
字
を
組
み
合
わ
せ
て
、
指
示
す
る
。

(5)
内
山
氏
前
掲
論
文
P
五
二
九
参
照
。

(
6
)
内
山
氏
前
掲
論
文
P
五
三

O
参
照
。

(
7
)
内
山
知
也
「
沈
既
済
と
「
任
氏
伝
・
枕
中
記
」
に
つ
い
て
」
(
内
山
氏
前
掲
書
所
収
)

P
三
四
一

eta-
二
四
四
参
照
。

(
8
)
『
史
記
』
秦
本
紀
。

(
9
)
『
左
伝
』
文
公
六
年
及
び
『
史
記
』
秦
本
紀
穆
公
三
十
九
年
。

(
叩
)
い
ず
れ
も
「
史
記
』
商
君
列
伝

(
日
)
斉
の
桓
公
の
死
は
穆
公
十
八
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
ち
ら
も
同
時
代
人
で
は
あ
る
が
、
桓
公
の
即
位
は
穆
公
よ
り
二
十
六
年
早
く
、
即
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位
後
七
年
で
覇
者
と
な
っ
て
い
る
。

(
ロ
)
「
論
一
語
』
郷
党
に
云
う
、
「
抑
制
衣
蒸
菜
、
素
衣
廃
棄
、

之
服
也
。
」

(
日
)
唐
代
の
黄
衣
に
つ
い
て
は
、
『
新
唐
書
』
車
服
志
に
云
う
、
「
黄
為
流
外
官
及
庶
人
之
服
。
」
官
官
に
つ
い
て
、
『
旧
唐
書
』
官
官
列
伝
に
云

ぅ
、
「
但
在
閤
門
守
禦
、
黄
衣
康
食
而
巳
。
」
ま
た
『
新
唐
書
』
官
者
列
伝
に
云
う
、
「
至
中
宗
、
黄
衣
乃
二
千
員
。
」

(M)
石
田
幹
之
助
「
唐
代
風
俗
史
抄
」
四
・
字
舞
(
「
長
安
の
春
』
昭
和
四
十
二
年
平
凡
社
刊
所
収
)
参
照
。

(
日
)
「
枕
中
記
」
に
云
う
、
「
夫
寵
辱
之
道
、
窮
達
之
運
、
得
喪
之
理
、
死
生
之
情
、
尽
知
之
失
。
此
先
生
所
以
窒
五
ロ
欲
也
。
敢
不
受
教
。
」

「
南
何
太
守
伝
」
に
云
う
、
「
後
之
君
子
、
幸
以
南
河
為
偶
然
、
無
以
名
位
騎
珍
天
壌
間
云
。
」

(
同
)
「
枕
中
記
」
に
云
う
、
「
時
主
人
方
蒸
黍
:
:
:
主
人
蒸
黍
未
熟
、
触
類
如
故
。
」

「
南
何
太
守
伝
」
に
云
う
、
「
二
友
謂
生
日
、
『
子
其
寝
失
。
余
将
株
馬
濯
足
、
倹
子
少
愈
而
去
。
』
:
:
:
二
客
濯
足
於
楊
」
。

(
口
)
「
枕
中
記
」
に
云
う
、
「
其
枕
青
姿
、
而
薮
其
両
端
。
生
保
首
就
之
、
見
其
簸
漸
大
、
明
朗
。
乃
挙
身
而
入
、
遂
至
其
家
。
」

(
路
)
注

(
7
)
に
同
じ
。

(
叩
)
史
実
と
の
最
大
の
差
異
は
以
下
の
こ
と
で
あ
る
。
開
元
七
年
(
七
一
九
)
に
布
衣
で
あ
っ
た
主
人
公
は
五
十
余
年
の
官
界
生
活
を
送
っ
た

が
、
そ
の
後
半
は
「
昇
平
二
紀
」
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
安
史
の
乱
(
七
五
五

1)
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

(
却
)
注

(7)
に
同
じ
。

(
幻
)
こ
れ
は
秦
公
を
玄
宗
に
見
立
て
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
「
秦
夢
記
」
に
お
い
て
実
現
さ
れ
て
い
る
の
は
弄
玉

l
楊
貴
妃
と
い

う
見
立
て
だ
け
で
あ
る
。
玄
宗
の
役
割
は
沈
亜
之
と
秦
公
に
分
担
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
も
弄
玉

1
楊
貴
妃
と
い
う
見
立
て
に
貢
献
す
る

限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
も
し
秦
公
を
玄
宗
に
見
立
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
安
史
の
乱
に
対
応
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

(
泣
)
「
周
秦
行
紀
」
に
云
う
、
「
天
宝
中
、
宮
人
呼
玄
宗
多
日
三
郎
。
」
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黄
衣
狐
菜
。
」
ま
た
『
礼
記
』
玉
藻
に
云
う
、
「
孤
妥
黄
衣
以
楊
之
、

錦
衣
狐
菜
、
諸
侯


